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【報告事項】 松⼭ひとみ（アーキビスト／神⼾映画資料館 研究員） 
 
実施内容： 
1. 昨年度テスト公開したウェブ版『⽇本アニメーション映画史』について、書籍『⽇本アニメーシ

ョン映画史』所収作品リスト（pp.191〜353）の全タイトル（914 件）を登録し、神⼾映画資料館
所蔵フィルム情報と連携する。 

2. ウェブ版『⽇本アニメーション映画史』の⽇本語検索⽅法を再検討し、改善のうえ公開する。 

１ 作品タイトルの全件登録 
 本年度は、昨年度よりテスト稼働中のウェブ版『⽇本アニメーション映画史』（https://www.nihon-
animation-eigashi.com/）の登録項⽬を確定し、今後運⽤する正式版の公開に向けて、書籍収録リスト
全件 914 作品の詳細情報をすべて、データベースに登録する。 
 書籍収録作品リストでは、各作品の詳細情報を構成する項⽬（タイトルやスタッフ名など）の⾒出
しが明⽰されていないため、データベース登録にあたっては、それぞれの記述を表１の作品アイテム
データ登録項⽬へ適切に配置する必要がある。 

神⼾映画資料館所蔵アニメーションフィルムのデジタルアーカイブ事業： 
実施項⽬① 
ウェブ版『⽇本アニメーション映画史』作品⽬録及び収蔵フィルムデータベースの整備・更新 

図 1『日本アニメーション映画史』pp.234-235 
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 ⽂字情報をテキストデータ化するだけではなく、個々の作品を説明するメタデータとして扱うため
に、どのような処理が必要となるのか、まずは、いくつかの例をあげて確認する。 
 図１の例①を⾒ると、制作年または公開年のブロックがあることがわかるが、封切りの⽇付に年代
の表記がないため補⾜が必要である。そのほか、共通事項（繰り返される⼀般的な事項）として省略
されていた部分（フォーマット、⾊）や⾳声（24 コマで再⽣時間が計上されている場合は「トーキー」
となる）は適宜補⾜が要る。 
書籍： 

データベース： 

 
 また、例②に⾒られるように、作品情報には〔解説〕〔内容〕〔略筋〕が含まれるが、〔略筋〕がスト
ーリーを要約したもの（＝あらすじ）である以外、それぞれの記述内容が厳密に区別されているとは
⾔い難く、とくに〔内容〕の記述は曖昧であった。そのため、表 1 で⽰す項⽬には、「略筋（description）」
と「解説（about）」しか設定していない。〔内容〕は、項⽬としては「解説」に統合する。 
 次に、解説⽂の中に作品の受賞歴が含まれている場合、受賞歴のみ列挙しているときは、その部分
のみ解説⽂から分離して「受賞歴（awards）」へ転記する。しかしながら、例③のように、解説⽂から
切り離せない場合には、本⽂との重複は仕⽅なく、別途、受賞に関する情報を補⾜する。このほか、

◼ 椰⼦の実 
制作・新世界映画社 作画、演出・荒井和五郎 ⾳楽・⼤中寅⼆ 独唱・四家⽂⼦ １巻	
285m 10 分 5⽉ 6 ⽇弘前国⺠劇場封切 〔解説〕新世界映画社は、朝⽇映画社の社名変更。
戦前の国⺠歌謡、島崎藤村作詩"椰⼦の実"の影絵映画化。コンビで影絵を作っていた⾶⽯仲也を
太平洋戦争で失ってから、荒井和五郎の単独製作した作品は、質的な低下が⾒られたとのことで
ある。	



 3 

作品に関するテキストをメタデータとして扱えるものに変換する作業における主なルールは以下の
とおり。 

作者・スタッフ 

・役割表記と名前を繋ぐ「・」を「：（全⾓コロン）」に置き換え 

・役割が複数ある場合の「、」を「・」に置き換え（例「演出、撮影・」→「演出・撮影：」） 

・同じ役割で複数の⼈名が続くときは「、」で接続（原⽂のまま） 

・役割の違う⼈名の間の「 （半⾓スペース）」を「;（半⾓セミコロン）＝改⾏記号として使⽤」に 

 置き換え 

・「原作者」は移動、「原作、脚⾊」など１名が複数の役割を担っている場合は「原作者」と「スタッフ」 

 両⽅に分けて記載 

・原作書名は「原作」へ移動 

・⾳楽関係スタッフは「⾳楽」へ移動 

・（かっこ）は全⾓を使⽤ 

声優 

・「声」「声の出演」を削除 

・ナレーションなどの役割は「・」を「：」に置き換え 

・役柄は[半⾓かっこ]に⼊れる 

・「…」は使⽤しない→「半⾓スペース」に置き換え 

・「名前ほか」の場合は「名前、ほか」とする（句点を⼊れる） 

・「同」は、前の内容を複製して記⼊する 

委託・配給・提供 

・配給や提供を⾒出しにする「配給：」「提供：」 

・委託の場合は「委託（sourceOrganization）」へ移動 

巻数 

・「巻」を削除し、数字のみにする 
公開年⽉⽇ 

・「完成」の場合は「完成（dateCreated）へ移す」 

 →公開年⽉⽇の表⽰が空になると⼀覧表⽰に「年」が表⽰されないため、 

  書籍リストの⾒出し（年代ごとの並びになっている）で補⾜する。 

・「公開年⽉⽇」欄の「封切」「公開」表記は削除 

・「公開年⽉⽇」欄の「ロード・ショー」表記は（かっこ）に⼊れる。 

・「公開年⽉⽇」が空の場合は、書籍リストの⾒出しの年代を補⾜する。 

解説・内容・略筋 

・〔内容〕は「解説」として扱う。 

・受賞に関する記述は「受賞歴」に移す。 

特徴（影絵、実写併⽤など） 

・「その他の特徴」にする。 
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 ◀ 表 1 作品登録項目一覧 
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２ ウェブ版『⽇本アニメーション映画史』の⽇本語検索実装 
 昨年度のデータベース構築時点では、Omeka Sの弱点でもある⽇本語全⽂検索の実装について、運
⽤⾯での現実的な仕様として、レンタルサーバ上にOmeka S を⽴ち上げている状況では、外部イン
デックスサービスを使⽤する⽅法しか選択できず、件数制限内であれば無償で利⽤できる Algolia を
採⽤することで対応した。⼀⽅で、この⽅法では、公開インターフェース上での⽇本語検索は容易に
可能となるものの、Omeka S内の登録インターフェース（スタッフの操作画⾯）における⽇本語検索
がほとんど使いものにならないという課題が残り、今後のデータ更新など、継続的な情報メンテナン
スの作業を想定すると、VPS サーバへの変更も視野に再検討が必要であると考えられた。 
 この課題に対し、Mroonga（https://mroonga.org/ja/）を直接導⼊できない場合にも、部分的な検
索（LIKE 検索）を動作させることのできるフォールバック機構を備えた Omeka S プラグイン
「MroongaSearch v.4.2.3」（2025 年 10 ⽉リリース）が利⽤できることがわかった。導⼊テストを経
て、スタッフ操作画⾯においてはほぼ問題なく⽇本語検索ができるようになったことから、公開⽤の
検索インターフェースで使⽤していた Algolia を停⽌し、検索機能をMroongaSearch（プラグイン）
に⼀本化することとした。 
 MroongaSearch への移⾏作業はウェブエンジニアに委託し、フリーワード検索に加え、フィルタ
（年代、フォーマットなど）を⽤いた絞り込み機能を追加したほか、検索結果⼀覧にサムネイルを表
⽰するなど、本稼働に向け、より使いやすいデータベースとなるようデザイン変更も含めた実装を⾏
なっている（図２・図３）。	

	

 

図 2 新しい検索画面	
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図 3 検索結果表示 


